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2017.4.20 （16）おおだ市議会だより

『開かれた議会づくり
を推進！』

　　『市民の皆様と自
由に意見交換をするた

め』

編
集
後
記

編
集
後
記

次の定例会は6月9日~23日の予定です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。
◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらかじめ
　議会事務局へご連絡ください。

議会傍聴のご案内

　
３
月
議
会
で
三
瓶
高
原

線
の
辺
地
整
備
計
画
が
示

さ
れ
た
の
で「
ア
イ
リ
ス
ラ

イ
ン
だ
ね
。」
と
答
え
た
と

こ
ろ
、
議
員
控
室
で
は「
久

し
ぶ
り
に
聞
い
た
わ
〜
」
と

話
題
に
な
っ
た
。

　
そ
の
夜「
三
瓶
ア
イ
リ
ス

ラ
イ
ン
」
を
ネ
ッ
ト
検
索
し

た
と
こ
ろ
、
２
０
１
３
年
に

日
本
の
86
選
定
峠
に
選
ば

れ
て
い
る
よ
う
だ
。車
載
動

画
ま
で
も
発
信
さ
れ
て
い

る
。三
瓶
周
辺
の
ご
く
ご
く

自
然
な
風
景
だ
が
、映
像
で

見
れ
ば
ま
た
大
田
市
の
素

晴
ら
し
さ
が
伝
わ
る
。

　
ア
イ
リ
ス
の
花
言
葉「
吉

報
・
希
望
」と
と
も
に
４
月

号
に
寄
せ
る
。　
　
　

（
松
村
　
信
之
）

委
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長 

木
村
　
幸
司

副
委
員
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塩
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裕
志

委
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弘
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弘
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胡
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弘
孝

委
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森
山
　
幸
太

広
報
広
聴
委
員
会

昨年度の様子昨年度の様子日時・会場日時・会場

開催日はいずれも5月20日（土）です。

会場の指定はありませんので、どの会場にでも
お出かけください。

多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

場　　　所

川合まちづくりセンター

富山まちづくりセンター

長久まちづくりセンター

北三瓶まちづくりセンター

大森まちづくりセンター

湯里まちづくりセンター

宅野まちづくりセンター

時　　　間

13：30～15：00

18：00～19：30

18：00～19：30

18：00～19：30

13：30～15：00

13：30～15：00

13：30～15：00

　平成２４年度から実施しております議会報告会を、今年度も下記の日程で開催します。
総務教育委員会、民生委員会、産業建設委員会の各常任委員会ごとに、３月市議会定例会での当初予算審議状況
や、現在事業として進めている「道の駅」「新病院建設」等について報告いたします。議会を身近に感じていただけ
る機会です。是非お出かけください！
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2017.4.20 （2）おおだ市議会だより2017.4.20（3） おおだ市議会だより

平成29年3月6日（月）～3月24日（金）

平成29年度当初予算案など
原案どおり可決
平成29年度当初予算案など
原案どおり可決

本年度も、大田市まち・ひと・しごと創生総合戦略を中心に！本年度も、大田市まち・ひと・しごと創生総合戦略を中心に！本年度も、大田市まち・ひと・しごと創生総合戦略を中心に！本年度も、大田市まち・ひと・しごと創生総合戦略を中心に！

平成29年度一般会計予算　232億900万円（対前年度当初比0.9％増）平成29年度一般会計予算　232億900万円（対前年度当初比0.9％増）

3月
定例市議会

石見銀山遺跡世界遺産登録１０周年事業 2億5,300万円

国立公園満喫プロジェクト
2,100万円

仁摩地区道の駅整備事業 2億2,100万円 健康まちづくり事業 1,600万円

　3月定例議会は一般会計、特別会計の平成29年度当初予算
のほか、平成28年度補正予算、条例の制定、一部改正、一般案
件を慎重に審議した結果、全議案とも原案どおり可決しました。

大田市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく事業 18億100万円

健康まちづくりを新た
な施策に

協働によるまちづくり
女性グループ主催「ヨズク茶屋」（温泉津町西田）

中心市街地活性化調査事業
大田駅どおり

石見銀山遺跡世界遺
産登録10周年の節目

の年

ヘルスツーリズム（三瓶山にて）
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2017.4.20 （4）おおだ市議会だより2017.4.20（5） おおだ市議会だより

温泉津町温泉街

大田町　菜洗橋

琴ヶ浜

現在使用中の邑智クリーンセンター（川本町）

　
青
木
裕
志
副
市
長
が

平
成
29
年
３
月
３１
日
を

も
っ
て
辞
職
の
た
め
、新

た
に
清
水
克
典
氏（
松
江

市（
久
手
町
出
身
））を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

310万円 中心市街地活性化基本計画の
策定に向けた事前調査

中心市街地活性
化調査事業

3,493万円

石見銀山遺跡をはじめ、三瓶山
や温泉津温泉などの観光資源
を有機的に結び付ける中で、効
果的な事業展開、情報発信を行
う

石見の国おおだ
観光振興事業

▼
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
友
村
光
男
氏（
温
泉
津
町
）の
任
期
が
本
年
６
月
３０
日

満
了
の
た
め
、後
任
と
し
て
新
治
弘
念
氏（
温
泉
津
町
）を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
３
年
で
す
。

　
異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

【
継
続
審
査
】

▼
年
金
の
毎
月
支
給
を
求
め
る
意
見
書
採
択
方

（
請
　
願
）民
生
委
員
会
所
管

（
請
願
者
）全
日
本
年
金
者
組
合
島
根
県
本
部
大
田
支
部

 

　 

支
部
長
福
田
隆
昌

（
内
　
容
）年
金
の
隔
月
支
給
を
、国
際
水
準
並
み
に
毎
月
支
給
に
改
め

る
こ
と
。

3月定例市議会で審議された平成29年度一般会計予算
主な新規・拡充事業～大田市総合計画  施策体系別～

地域資源のネットワークによる活発な産業づくり（産業振興）

1億139万円
保育環境改善のため、社会福祉
法人が行う民間保育所の施設
整備に対して支援を行い、保育
環境の改善を図る

民間保育所施設
整備支援事業

3,547万円
がんの発症予防と早期発見、早
期治療に向け、各種がん検診の
受診率の向上を図り、がん死亡
減少を目指す

がん検診事業

だれもが住みよく、安心・やすらぎを感じる生活づくり（保健・医療・福祉）

6,944万円
都市公園長寿命化計画に基づ
き公園施設の計画的な更新、改
築、修繕の実施

都市公園整備
事業

7,500万円
市街地の東側幹線である栄町
高禅寺線の菜洗橋（L=43.8m）
について、架け替え工事を実施
する

街路整備事業

県央の中核都市にふさわしい、快適な基盤づくり（基盤整備）

644万円

鳴り砂の浜琴ヶ浜海岸の持続
的な保全を、地域住民との協働
により、効果的かつ円滑に進め
るためビーチクリーナーを導入
する

琴ヶ浜環境保全
事業

7,611万円
次期可燃ごみ処理施設の施設
建設等に係る経費について、事
業主体となる邑智郡総合事務
組合への負担金

次期可燃ごみ処
理施設整備に係
る負担金

自然との共生や循環型社会を目指す生活環境づくり（生活環境）

人
事
議
案

人
事
議
案

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願

2
月
13
日

・
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
と
の
可

燃
ご
み
共
同
処
理

２
月
24
日

・
大
田
市
総
合
計
画
後
期
計
画

 

（
改
訂
版
）

・
大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
一
部
見
直
し

・
大
田
市
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
・
大
田
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

3
月
6
日

・「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的

景
観
」
世
界
遺
産
登
録
10
周
年

事
業

・
大
田
市
公
共
施
設
適
正
化
計
画

基
本
方
針

・
第
2
次
大
田
市
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン

3
月
13
日

・
仁
摩
地
区
道
の
駅
整
備
事
業

・
大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画

・
上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略
策
定

全
員
協
議
会
の
議
題

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の
運
営
に
関
し

協
議
・
調
整
を
お
こ
な
い
ま
す
〜

副市長
清水　克典
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反対

賛成

2017.4.20 （6）おおだ市議会だより2017.4.20（7） おおだ市議会だより

　財源不足の中、歳出全般の効率化を推
し進めた予算編成となっている。賛成の
立場から、意見を述べる。

①「大田市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」に盛り込まれた施策に基づく事業と
して、健康保養都市おおだプロジェクト、
乳幼児医療給付事業、定住促進事業、健
康まちづくり推進事業など、それぞれ4つ
の基本目標に沿った有効な事業として大
いに期待する。
　
②「石見銀山遺跡世界遺産登録10周年
事業」は、7月2日の登録記念日に10周年
記念式典、記念フォーラムの開催、オペラ
石見銀山支援事業など、節目の絶好の機
会を活かし観光客大幅増を期待する。

③「国立公園満喫プロジェクト」は、「大
山隠岐国立公園ステップアッププログラ
ム2020」に基づく、三瓶エリアの周遊性

森山　明弘　議員

　平成29年7月2日、「石見銀山遺跡とその文化的景観」
が世界遺産登録されてから10年目の節目を迎えます。
　その100日前となる3月24日（金）に、100日前イベント
のスタートとして、モニュメントの除幕式が行われま
した。

平成29年度 一般会計予算 討論  ～要旨

モニュメント除幕式

リニューアルした世界遺産センターを見学

　5メートル程の段差に階段を設置し、福石場（ふく
いしば）とよばれる、高純度で高品質な銀が豊富に
あった場所までの見学経路が設けられました。

公開範囲が拡大された大久保間歩を見学
～坑口から160メートルだった公開範囲が奥部へ15メートル拡大！

向上のため、受入れ環境整備とブランド
イメージを向上、定着させる事業であり、
飯南町、美郷町と密接な連携を図りなが
ら推進していくことを求める。
　
④「大田市立病院」は、平成29年度から
新築工事に着手される予定となってお
り、着実に実施されたい。
　総合医療学講座の開設・総合医育成セ
ンターの設置は、整形外科医の複数確保
に向け大いに期待できる。
　
⑤「次期可燃ごみ処理施設整備事業」は
負担金を拠出する中で邑智郡総合事務
組合と共同で、川本町で整備するもの。
単独事業でないため、邑智郡総合事務組
合との緊密な連携を図りながら堅実な事
業実施を求める。

　市民のくらしを守るための予算が、あ
まりにも不十分であるため、次の6点につ
いて反対する。
　
①職員定数削減など総人件費の抑制に
よって、職員の士気や組織の活力が低下
している。市民サービスの低下にもつな
がる。職員削減は中止し、正規職員をは
じめ臨時職員、嘱託職員の労働条件を改
善させることを強く求める。

②住民税や社会保険料を滞納した低所
得者に対する取り立てが行われている。
生活の困窮する市民の生活再建にこそ、
力を注ぐべき。

③仁摩地区道の駅整備事業では、山陰道
との一体型でないと、国交省からの支援
がほとんどない。販売や企画、流通、宣伝
など運営に必要なスキルをもった駅長

大西　修　議員

は、これから公募するとし、予定している
人材はいないとのこと。健全経営が困難
であり、決まったことが何もない中での
GOサインはできない。

④農業担い手支援センターなど農業分野
について、価格保障と所得補償を充実す
ること。

⑤次期可燃ごみ処理施設整備に係る負
担金については、事業主体となる邑智郡
総合事務組合への負担金であり、議会と
しては報告しか受けられない。市民の出
した可燃ごみの最終処理に責任がもてな
い。
　
⑥行財政改革での無償貸し付けの土地
の有償化について、平成29年度から福祉
施設の土地が有償化となり、保育園、障
がい者施設、老人福祉施設が対象とな
る。弱い立場の人たちへの負担増は許さ
れない。

石見銀山遺跡世界遺産登録10周年100日前イベントに参加
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特
別

会
計

補
正

予
算（

第
３

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
338号

平
成

２８
年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
３

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
339号

平
成

２８
年

度
大

田
市

病
院

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
４

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
340号

大
田

市
貸

付
金

の
返

還
債

務
の

免
除

に
関

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
341号

大
田

市
個

人
情

報
保

護
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

342号
大

田
市

職
員

の
育

児
休

業
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
343号

大
田

市
税

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

344号
大

田
市

生
活

バ
ス

運
行

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19
：

0
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀

■
市

長
提

出
議

案

議
案

第
345号

大
田

市
国

民
健

康
保

険
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
346号

大
田

市
廃

棄
物

の
処

理
及

び
再

生
利

用
等

の
促

進
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
347号

大
田

市
共

同
作

業
所

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
348号

大
田

市
工

場
立

地
法

準
則

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
349号

大
田

市
手

数
料

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
350号

大
田

市
病

院
事

業
職

員
の

給
与

の
種

類
及

び
基

準
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
351号

大
田

市
部

設
置

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
等

の
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

352号
辺

地
に

係
る

公
共

的
施

設
の

総
合

整
備

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

353号
邑

智
郡

総
合

事
務

組
合

へ
の

可
燃

性
一

般
廃

棄
物

処
理

に
関

す
る

事
務

の
委

託
に

つ
い

て
原

案
可

決
14 ：

5 
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

●
●

○
○

○
●

○
●

―
議

案
第

354号
財

産
の

無
償

譲
渡

及
び

無
償

貸
付

け
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

355号
大

田
市

民
会

館
の

指
定

管
理

者
の

指
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
356号

大
田

市
土

地
開

発
公

社
の

解
散

に
つ

い
て

原
案

可
決

11 ：
0 

○
○

○
○

除
○

除
除

除
○

○
○

除
除

除
○

○
除

○
―

議
案

第
357号

副
市

長
の

選
任

に
つ

き
同

意
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

358号
固

定
資

産
評

価
員

の
選

任
に

つ
き

同
意

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
359号

人
権

擁
護

委
員

候
補

者
の

推
薦

に
つ

き
意

見
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

■
請

願

請
願

第
３

号
年

金
の

毎
月

支
給

を
求

め
る

意
見

書
採

択
方

に
つ

い
て

継
続

審
査

議
会

閉
会

中
の

継
続

審
査

（
民

生
委

員
会

付
託

）
※

　
定

数
２０

名
、

う
ち

議
長

（
内

藤
芳

秀
）

は
採

決
に

加
わ

り
ま

せ
ん

※
　

○
は

賛
成

　
●

は
反

対
等

（
反

対
、

継
続

審
査

、
態

度
保

留
等

々
）

※
　

除
は

除
斥

（
当

該
議

員
の

一
身

上
ま

た
は

利
害

関
係

の
あ

る
議

案
の

た
め

採
決

等
議

事
に

は
加

わ
り

ま
せ

ん
）
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◇
３
月
定
例
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀

■
市

長
提

出
議

案

議
案

第
318号

平
成

２９
年

度
大

田
市

一
般

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
319号

平
成

２９
年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
320号

平
成

２９
年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

診
療

所
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

 ○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

321号
平

成
２９

年
度

大
田

市
後

期
高

齢
者

医
療

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
322号

平
成

２９
年

度
大

田
市

介
護

保
険

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
323号

平
成

２９
年

度
大

田
市

住
宅

新
築

資
金

等
貸

付
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

324号
平

成
２９

年
度

大
田

市
生

活
排

水
処

理
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

325号
平

成
２９

年
度

大
田

市
簡

易
給

水
施

設
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

326号
平

成
２９

年
度

大
田

市
農

業
集

落
排

水
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

327号
平

成
２９

年
度

大
田

市
大

田
市

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

328号
平

成
２９

年
度

大
田

市
下

水
道

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
329号

平
成

２９
年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
330号

平
成

２９
年

度
大

田
市

病
院

事
業

会
計

予
算

原
案

可
決

16 ：
3 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

●
○

●
―

議
案

第
331号

平
成

２８
年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
７

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
332号

平
成

２８
年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
４

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
333号

平
成

２８
年

度
大

田
市

後
期

高
齢

者
医

療
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

２
号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

334号
平

成
２８

年
度

大
田

市
介

護
保

険
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

４
号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

335号
平

成
２８

年
度

大
田

市
生

活
排

水
処

理
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

１
号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

336号
平

成
２８

年
度

大
田

市
簡

易
給

水
施

設
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

５
号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

337号
平

成
２８

年
度

大
田

市
下

水
道

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
３

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
338号

平
成

２８
年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
３

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
339号

平
成

２８
年

度
大

田
市

病
院

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
４

号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
340号

大
田

市
貸

付
金

の
返

還
債

務
の

免
除

に
関

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
341号

大
田

市
個

人
情

報
保

護
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

342号
大

田
市

職
員

の
育

児
休

業
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
343号

大
田

市
税

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

344号
大

田
市

生
活

バ
ス

運
行

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19
：

0
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀

■
市

長
提

出
議

案

議
案

第
345号

大
田

市
国

民
健

康
保

険
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
346号

大
田

市
廃

棄
物

の
処

理
及

び
再

生
利

用
等

の
促

進
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
347号

大
田

市
共

同
作

業
所

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
348号

大
田

市
工

場
立

地
法

準
則

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
349号

大
田

市
手

数
料

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
350号

大
田

市
病

院
事

業
職

員
の

給
与

の
種

類
及

び
基

準
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
351号

大
田

市
部

設
置

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
等

の
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

352号
辺

地
に

係
る

公
共

的
施

設
の

総
合

整
備

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

353号
邑

智
郡

総
合

事
務

組
合

へ
の

可
燃

性
一

般
廃

棄
物

処
理

に
関

す
る

事
務

の
委

託
に

つ
い

て
原

案
可

決
14 ：

5 
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

●
●

○
○

○
●

○
●

―
議

案
第

354号
財

産
の

無
償

譲
渡

及
び

無
償

貸
付

け
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

355号
大

田
市

民
会

館
の

指
定

管
理

者
の

指
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
356号

大
田

市
土

地
開

発
公

社
の

解
散

に
つ

い
て

原
案

可
決

11 ：
0 

○
○

○
○

除
○

除
除

除
○

○
○

除
除

除
○

○
除

○
―

議
案

第
357号

副
市

長
の

選
任

に
つ

き
同

意
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

358号
固

定
資

産
評

価
員

の
選

任
に

つ
き

同
意

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
359号

人
権

擁
護

委
員

候
補

者
の

推
薦

に
つ

き
意

見
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

■
請

願

請
願

第
３

号
年

金
の

毎
月

支
給

を
求

め
る

意
見

書
採

択
方

に
つ

い
て

継
続

審
査

議
会

閉
会

中
の

継
続

審
査

（
民

生
委

員
会

付
託

）
※

　
定

数
２０

名
、

う
ち

議
長

（
内

藤
芳

秀
）

は
採

決
に

加
わ

り
ま

せ
ん

※
　

○
は

賛
成

　
●

は
反

対
等

（
反

対
、

継
続

審
査

、
態

度
保

留
等

々
）

※
　

除
は

除
斥

（
当

該
議

員
の

一
身

上
ま

た
は

利
害

関
係

の
あ

る
議

案
の

た
め

採
決

等
議

事
に

は
加

わ
り

ま
せ

ん
）



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2017.4.20 （10）おおだ市議会だより2017.4.20（11）おおだ市議会だより

いっぱん質問

10    
月
の
市
長
選
へ
の
出
馬
意
向
は

市政に対する一般質問は、３月９日、１０日に行われ、９人の議員
が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨は次のと
おりです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広報広聴委員
会で選定し、１人１議題としています。(内容は、ホームページ
(http://www.city.ohda.lg.jp/)で閲覧できます。)

４
期
目
に
向
け
不
退
転
の
決
意
で
臨
む

４
期
目
に
向
け
不
退
転
の
決
意
で
臨
む

　
３
期
目
の
竹
腰
市
政
も
、任

期
と
な
る
10
月
ま
で
あ
と
半

年
。こ
れ
ま
で
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺

産
登
録
や
、公
共
施
設
の
耐
震
化
、充
実

し
た
子
育
て
支
援
策
、基
盤
整
備
、防
災

施
設
の
充
実
な
ど
実
施
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、現
在
、新
大
田
市
立
病
院
や
可

燃
物
処
理
場
、道
の
駅
の
整
備
な
ど
着
々

と
進
め
て
お
ら
れ
、今
後
４
年
間
は
大
事

な
時
期
で
あ
る
。

　
市
長
が
提
唱
し
て
い
る「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」で
の
行
政
の
役
割
は
重
要

で
あ
り
、将
来
を
担
う
次
世
代
に
つ
な
げ

る
大
き
な
責
務
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
市
政
を
一
番
熟
知
し
て
お
ら

れ
る
市
長
に
、市
長
選
挙
に
向
け
て
の
意

向
を
伺
う
。

　
新
生
大
田
市
の
初
代
市
長
に

就
任
し
て
以
来
、は
や
11
年
５

カ
月
が
経
過
し
た
。こ
の
10
数
年
、地
方

分
権
改
革
は
一
層
本
格
化
し
、地
方
交
付

税
が
大
幅
に
減
額
と
な
る
な
ど
、財
政
問

題
が
自
治
体
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す

事
態
と
な
る
中
、行
財
政
改
革
を
断
行
す

る
と
と
も
に
、人
口
減
少
問
題
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、決
し
て
守
り

に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が
、石
見
銀
山
の
逆
転

に
よ
る
世
界
遺
産
登
録
実
現
や
総
合
医

療
学
講
座
開
設
等
に
よ
る
地
域
医
療
再

生
へ
の
前
進
に
つ
な
が
っ
た
と
自
負
し

て
い
る
。

　
残
さ
れ
た
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、

健
康
ま
ち
づ
く
り
を
市
政
推
進
の
大
き

な
柱
と
し
て
、引
き
続
き
新
た
な
時
代
の

大
田
市
づ
く

り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う

と
決
意
し
、４

期
目
に
向
け

不
退
転
の
決

意
で
臨
む
。

質
問

答
弁

塩谷　裕志 議員

特
養
待
機
者
の
た
め
に
、施
設
整
備
と

　
　
　
　介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
求
む

新
た
な
施
設
整
備
は
行
わ
ず
、

　
　
　
　
　
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
取
り
組
む

新
た
な
施
設
整
備
は
行
わ
ず
、

　
　
　
　
　
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
取
り
組
む

　
重
度
の
要
介
護
者
を
自
宅

で
介
護
す
る
こ
と
は
、介
護

者
の
負
担
感
が
大
き
い
。お
金
が
か

か
っ
て
も
ど
こ
か
入
所
で
き
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
と
、施
設
志
向
は
強
い
状

況
で
あ
る
。特
養
な
ど
の
施
設
整
備
が

必
要
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
、

平
成
27
年
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

国
で
は
平
成
29
年
は
月
額
１
万
円
増

や
そ
う
と
し
て
い
る
が
、大
田
市
で
は

ど
う
な
る
か
。

　
平
成
27
年
４
月
よ
り
原
則
要

介
護
認
定
３
以
上
と
な
り
、在
宅

を
続
け
る
要
介
護
者
が
優
先
的
に
入
所
で

き
る
よ
う
見
直
し
た
。併
せ
て
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
や
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
よ
り
、当
市
の
要
介
護
３
以
上
の
待
機
者

は
１
６
０
人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。特
養
の

施
設
整
備
は
一
定
の
水
準
を
確
保
し
て
お

り
、新
た
な
整
備
は
行
わ
ず
、今
後
に
つ
い

て
は
、次
期
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

で
判
断
し
て
い
く
。

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
、平
成
24
年
、

27
年
の
介
護
報
酬
改
定
で
介
護
報
酬
の
加

算
と
、雇
用
管
理
、労
働
環
境
の
改
善
に
取

り
組
む
事
業
所
を
対
象
に
、月
額
平
均
１
万

２
０
０
０
円
相
当
の
上
乗
せ
が
行
わ
れ
た
。

平
成
29
年
度
の
改
定
で
は
、賃
金
格
差
の
観

点
か
ら
、月
額
１
万
円
相
当
の
上
乗
せ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と

し
て
は

事
業
者

に
周
知

を
図
り
、

処
遇
改

善
に
取

り
組
ん

で
い
く
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、来
年
よ
り

　
　
　
　
　
　一 

部
対
象
者
に
お
い
て
は
早
ま
る

支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、来
年
よ
り

　
　
　
　
　
　一 

部
対
象
者
に
お
い
て
は
早
ま
る

　
憲
法
26
条
は
、「
義
務
教
育

は
無
償
化
」と
し
て
い
る
。就

学
援
助
制
度
は
、小
中
学
生
が
い
る
家

庭
に
学
用
品
費
や
入
学
準
備
金
、通
学

用
品
費
、給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
制

度
で
市
町
村
が
実
施
し
国
が
２
分
の

１
を
補
助
す
る
。

　
平
成
29
年
度
、国
の
制
度
改
定
で
要

保
護
児
童
へ
の
入
学
準
備
金
が
、小
中

学
生
と
も
増
額
に
な
る
の
で
、準
要
保

護
児
童
も
増
額
し
て
欲
し
い
。ま
た
、

入
学
準
備
金
の
支
給
を
入
学
式
ま
で

に
支
給
す
る
な
ど
早
め
て
ほ
し
い
。所

見
を
伺
う
。

　
準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す

る
、新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
等

の
単
価
改
定
に
つ
い
て
は
、今
回
、国
か
ら

改
定
通
知
が
届
い
た
の
が
、本
年
２
月
１
日

で
あ
っ
た
。当
初
の
予
算
編
成
に
は
間
に
合

わ
ず
、改
定
前
の
単
価
で
予
算
編
成
し
た
。

　
今
後
、改
定
後
の
支
給
時
期
、支
給
金
額

に
つ
い
て
検
討
す
る
。ま
た
、県
内
の
他
市

町
村
も
同
様
の
状
況
で
、検
討
す
る
と
し
て

い
る
。

　
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
の
支
給

時
期
は
、ま
ず
、中
学
校
へ
進
学
す
る
児
童

を
対
象
に
、年
度
内
支
給
で
き
る
よ
う
、新

年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
従
っ

て
、来
年
、

平
成
30
年

の
４
月
に

中
学
生
と

な
る
児
童

か
ら
、進

学
前
の
３

月
に
受
給

で
き
る
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

▲春うららひなまつり  大田商工会議所女性会（大森町にて）▲春うららひなまつり  大田商工会議所女性会（大森町にて）

▶
小
学
校
の
授
業
風
景

▶
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
サ
ン
デ
イ
ズ
双
葉
園

▶
竹
腰
市
長
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いっぱん質問

10    
月
の
市
長
選
へ
の
出
馬
意
向
は

市政に対する一般質問は、３月９日、１０日に行われ、９人の議員
が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨は次のと
おりです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広報広聴委員
会で選定し、１人１議題としています。(内容は、ホームページ
(http://www.city.ohda.lg.jp/)で閲覧できます。)

４
期
目
に
向
け
不
退
転
の
決
意
で
臨
む

４
期
目
に
向
け
不
退
転
の
決
意
で
臨
む

　
３
期
目
の
竹
腰
市
政
も
、任

期
と
な
る
10
月
ま
で
あ
と
半

年
。こ
れ
ま
で
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺

産
登
録
や
、公
共
施
設
の
耐
震
化
、充
実

し
た
子
育
て
支
援
策
、基
盤
整
備
、防
災

施
設
の
充
実
な
ど
実
施
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、現
在
、新
大
田
市
立
病
院
や
可

燃
物
処
理
場
、道
の
駅
の
整
備
な
ど
着
々

と
進
め
て
お
ら
れ
、今
後
４
年
間
は
大
事

な
時
期
で
あ
る
。

　
市
長
が
提
唱
し
て
い
る「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」で
の
行
政
の
役
割
は
重
要

で
あ
り
、将
来
を
担
う
次
世
代
に
つ
な
げ

る
大
き
な
責
務
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
市
政
を
一
番
熟
知
し
て
お
ら

れ
る
市
長
に
、市
長
選
挙
に
向
け
て
の
意

向
を
伺
う
。

　
新
生
大
田
市
の
初
代
市
長
に

就
任
し
て
以
来
、は
や
11
年
５

カ
月
が
経
過
し
た
。こ
の
10
数
年
、地
方

分
権
改
革
は
一
層
本
格
化
し
、地
方
交
付

税
が
大
幅
に
減
額
と
な
る
な
ど
、財
政
問

題
が
自
治
体
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す

事
態
と
な
る
中
、行
財
政
改
革
を
断
行
す

る
と
と
も
に
、人
口
減
少
問
題
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、決
し
て
守
り

に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が
、石
見
銀
山
の
逆
転

に
よ
る
世
界
遺
産
登
録
実
現
や
総
合
医

療
学
講
座
開
設
等
に
よ
る
地
域
医
療
再

生
へ
の
前
進
に
つ
な
が
っ
た
と
自
負
し

て
い
る
。

　
残
さ
れ
た
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、

健
康
ま
ち
づ
く
り
を
市
政
推
進
の
大
き

な
柱
と
し
て
、引
き
続
き
新
た
な
時
代
の

大
田
市
づ
く

り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う

と
決
意
し
、４

期
目
に
向
け

不
退
転
の
決

意
で
臨
む
。

質
問

答
弁

塩谷　裕志 議員

特
養
待
機
者
の
た
め
に
、施
設
整
備
と

　
　
　
　介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
求
む

新
た
な
施
設
整
備
は
行
わ
ず
、

　
　
　
　
　
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
取
り
組
む

新
た
な
施
設
整
備
は
行
わ
ず
、

　
　
　
　
　
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
取
り
組
む

　
重
度
の
要
介
護
者
を
自
宅

で
介
護
す
る
こ
と
は
、介
護

者
の
負
担
感
が
大
き
い
。お
金
が
か

か
っ
て
も
ど
こ
か
入
所
で
き
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
と
、施
設
志
向
は
強
い
状

況
で
あ
る
。特
養
な
ど
の
施
設
整
備
が

必
要
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
、

平
成
27
年
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

国
で
は
平
成
29
年
は
月
額
１
万
円
増

や
そ
う
と
し
て
い
る
が
、大
田
市
で
は

ど
う
な
る
か
。

　
平
成
27
年
４
月
よ
り
原
則
要

介
護
認
定
３
以
上
と
な
り
、在
宅

を
続
け
る
要
介
護
者
が
優
先
的
に
入
所
で

き
る
よ
う
見
直
し
た
。併
せ
て
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
や
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
よ
り
、当
市
の
要
介
護
３
以
上
の
待
機
者

は
１
６
０
人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。特
養
の

施
設
整
備
は
一
定
の
水
準
を
確
保
し
て
お

り
、新
た
な
整
備
は
行
わ
ず
、今
後
に
つ
い

て
は
、次
期
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

で
判
断
し
て
い
く
。

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
、平
成
24
年
、

27
年
の
介
護
報
酬
改
定
で
介
護
報
酬
の
加

算
と
、雇
用
管
理
、労
働
環
境
の
改
善
に
取

り
組
む
事
業
所
を
対
象
に
、月
額
平
均
１
万

２
０
０
０
円
相
当
の
上
乗
せ
が
行
わ
れ
た
。

平
成
29
年
度
の
改
定
で
は
、賃
金
格
差
の
観

点
か
ら
、月
額
１
万
円
相
当
の
上
乗
せ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と

し
て
は

事
業
者

に
周
知

を
図
り
、

処
遇
改

善
に
取

り
組
ん

で
い
く
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、来
年
よ
り

　
　
　
　
　
　一 

部
対
象
者
に
お
い
て
は
早
ま
る

支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、来
年
よ
り

　
　
　
　
　
　一 

部
対
象
者
に
お
い
て
は
早
ま
る

　
憲
法
26
条
は
、「
義
務
教
育

は
無
償
化
」と
し
て
い
る
。就

学
援
助
制
度
は
、小
中
学
生
が
い
る
家

庭
に
学
用
品
費
や
入
学
準
備
金
、通
学

用
品
費
、給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
制

度
で
市
町
村
が
実
施
し
国
が
２
分
の

１
を
補
助
す
る
。

　
平
成
29
年
度
、国
の
制
度
改
定
で
要

保
護
児
童
へ
の
入
学
準
備
金
が
、小
中

学
生
と
も
増
額
に
な
る
の
で
、準
要
保

護
児
童
も
増
額
し
て
欲
し
い
。ま
た
、

入
学
準
備
金
の
支
給
を
入
学
式
ま
で

に
支
給
す
る
な
ど
早
め
て
ほ
し
い
。所

見
を
伺
う
。

　
準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す

る
、新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
等

の
単
価
改
定
に
つ
い
て
は
、今
回
、国
か
ら

改
定
通
知
が
届
い
た
の
が
、本
年
２
月
１
日

で
あ
っ
た
。当
初
の
予
算
編
成
に
は
間
に
合

わ
ず
、改
定
前
の
単
価
で
予
算
編
成
し
た
。

　
今
後
、改
定
後
の
支
給
時
期
、支
給
金
額

に
つ
い
て
検
討
す
る
。ま
た
、県
内
の
他
市

町
村
も
同
様
の
状
況
で
、検
討
す
る
と
し
て

い
る
。

　
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
の
支
給

時
期
は
、ま
ず
、中
学
校
へ
進
学
す
る
児
童

を
対
象
に
、年
度
内
支
給
で
き
る
よ
う
、新

年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
従
っ

て
、来
年
、

平
成
30
年

の
４
月
に

中
学
生
と

な
る
児
童

か
ら
、進

学
前
の
３

月
に
受
給

で
き
る
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

▲春うららひなまつり  大田商工会議所女性会（大森町にて）▲春うららひなまつり  大田商工会議所女性会（大森町にて）

▶
小
学
校
の
授
業
風
景

▶
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
サ
ン
デ
イ
ズ
双
葉
園

▶
竹
腰
市
長



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2017.4.20 （12）おおだ市議会だより2017.4.20（13）おおだ市議会だより

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　進
捗
状
況
は

民
間
移
行
に
つ
い
て
は
、方
向
性
を
明
確
に
し
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、検
討
し
て
い
く

　
老
朽
化
が
著
し
い
公
立
保
育

所
の
施
設
整
備
は
、国
か
ら
の

財
政
的
支
援
が
厳
し
い
た
め
大
幅
に
遅

れ
て
い
る
。保
護
者
が
民
間
施
設
と
の
不

公
平
感
を
抱
か
な
い
た
め
に
も
、早
期
に

民
営
化
へ
移
行
し
、民
間
活
力
で
施
設
整

備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、幼
保
一
元
化
の
認
定
こ
ど
も
園

へ
移
行
す
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　
公
立
の
保
育
園
は
非
常
に
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
確
か

で
あ
る
。特
に
支
障
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
年
次
的
に
改

修
を
進
め
て
い
る
。公
立
保
育
園
を
整
備
す

る
こ
と
は
、今
の
財
源
措
置
の
中
で
は
非
常

に
難
し
い
。指
定
管
理
、あ
る
い
は
民
営
化

も
あ
わ
せ
検
討
し
な
が
ら
方
向
性
を
明
確

に
し
た
い
。

　
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、保

育
所
所
管
と
し
て
は
、運
営
が
難
し
い
と
い

う
問
題
も
あ
る
が
、子
育
て
支
援
課
を
中
心

に
、民
間
事
業
者
と
も
相
談
し
協
力
し
て
い

く
。幼
稚
園
所
管
に
お
い
て
は
、認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を

し
な
が
ら
、策
定
中
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本

計
画
に
盛
り
込
む
予
定
と
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に

                      

提
案
理
由
趣
旨
を
問
う

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
産
業
振
興
施
策
を
進
め
て
い
く

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
好
循

環
は
地
方
の
自
治
体
に
は
及

ん
で
い
な
い
。

①
大
田
市
域
の
経
済
再
生･

活
性
化
に

は
雇
用
環
境
を
改
善
し
、消
費
購
買
力

を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。働
き
方
の
見

直
し
政
策
を
求
め
る
。

②
都
市
計
画
税
の
廃
止
論
か
ら
４
年
が

過
ぎ
た
。公
平･

公
正
性
、不
均
一
感
を

払
拭
し
て
欲
し
い
。改
選
期
に
な
っ
た

の
で
一
層
求
め
る
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
は
、過
度
な
返
礼
品

競
争
が
生
じ
て
い
る
。当
市
の
返
礼
品

率
は
、全
国
平
均
43
％
に
比
べ
高
く
、改

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

①
市
内
各
事
業
所
の
雇
用
や
労

働
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、基

本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
経
営
判

断
に
委
ね
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、働

き
方
改
革
実
現
会
議
の
議
論
や
労
働
法
制

の
改
正
状
況
な
ど
を
見
守
り
つ
つ
、市
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

②
新
た
に
用
途
地
域
と
な
っ
た
区
域
内
に

所
在
す
る
土
地
、建
物
に
つ
い
て
は
課
税
し

な
い
と
い
う
条
例
改
正
を
可
決
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、現
時
点
で
は
都
市
計
画

税
を
見
直
し
す
る
と
い
う
時
期
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。　

③
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
貴
重
な
財
源
確

保
策
で
あ
る
。ま
た
特
産
品
や
大
田
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
た

め
、今
後
も
大
田
市
の
特
色
を
生
か
し
た
特

産
品
づ
く

り
を
促
進

し
、寄
附

金
の
獲
得

に
向
け
て

な
お
一
層

取
り
組
み

を
進
め
て

い
く
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

高
齢
者
の
新
た
な
通
い
の
場
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
拡
大
の
方
策
は

大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

　
　
　
　
　
　説
明
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る

　
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と

し
て「
高
齢
者
の
新
た
な
通

い
の
場
づ
く
り
事
業
」が
市
内
５
カ
所

で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
今
後
は
、モ
デ
ル
事
業
か
ら
本
格
実

施
に
向
け
て
市
内
全
域
に
広
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
内
容
や
事
業
の
成
果
、実

施
拡
大
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
高
齢
者
の
通
い
の
場
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
は
、平
成
28
年
11
月

に
川
合
地
区
か
ら
開
始
し
、波
根
地
区
、湯

里
地
区
、久
利
地
区
、井
田
地
区
の
計
５
カ

所
で
実
施
し
て
お
り
、利
用
者
数
は
平
均
し

て
20
名
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、介
護
予
防
体
操

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
運
動
機
能

が
向
上
す
る
と
と
も
に
、趣
味
、関
心
に
応

じ
た
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
介

護
予
防
の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
の
実
施
地
区
拡
大
の
方
策
に
つ
い

て
は
、全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
託

し
て
い
る
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
、地
域
住
民
の
方
々
へ
の
理
解
と
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、説
明
会
や
研
修
会
を
継

続
し
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、実
施
の
意
向

が
あ
る
地
域
に
対
し
て
相
談
、支
援
を
行
う
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

温
泉
津
・
仁
摩
支
所
へ
の
今
後
の
対
応
は

地
域
振
興
を
さ
ら
に
強
化
で
き
る
組
織
に
変
容
す
る

　
支
所
の
在
り
方
と
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
昨
年
12
月
に
示

さ
れ
た
。今
後
の
対
応
方
に
つ
い
て
次
の

２
点
を
伺
う
。

①
支
所
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
に
名
称
を
変
更
さ
れ
る
が
、今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
上
で
の
戦
略
な
ら
び

に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
に
、ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
予
算
裁
量
権
が
与
え
ら
れ

な
い
の
か
伺
う
。

　
仮
称
で
は
あ
る
が
、地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
と
し
窓
口
業
務
は
継

続
し
、ま
ち
づ
く
り
活
動
が
よ
り
推
進
で
き

る
体
制
に
再
編
す
る
。

①
大
田
市
版
ク
ア
オ
ル
ト
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
中
心
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、観
光

資
源
の
活
用
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興
の
推

進
な
ど
地
域
活
性
化
に
努
め
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
ま
ち
セ
ン
の
活

動
に
対
す
る
予
算
の
考
え
方
は
、活
動
交
付

金
で
あ
る
。ま
た
、団
体
に
は
、手
挙
げ
方
式

で
ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
事
業
に
支
援
し
て
い

る
。支
所
に
裁
量
権
を
付
与
す
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、全
庁
的
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
で
あ
る
。

質
問

答
弁

林　茂樹 議員

▲高齢者の通い場（久利町）

▶
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
の
一
例

◀
温
泉
津
支
所

◀
仁
摩
支
所

▲水上保育園
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　進
捗
状
況
は

民
間
移
行
に
つ
い
て
は
、方
向
性
を
明
確
に
し
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、検
討
し
て
い
く

　
老
朽
化
が
著
し
い
公
立
保
育

所
の
施
設
整
備
は
、国
か
ら
の

財
政
的
支
援
が
厳
し
い
た
め
大
幅
に
遅

れ
て
い
る
。保
護
者
が
民
間
施
設
と
の
不

公
平
感
を
抱
か
な
い
た
め
に
も
、早
期
に

民
営
化
へ
移
行
し
、民
間
活
力
で
施
設
整

備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、幼
保
一
元
化
の
認
定
こ
ど
も
園

へ
移
行
す
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　
公
立
の
保
育
園
は
非
常
に
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
確
か

で
あ
る
。特
に
支
障
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
年
次
的
に
改

修
を
進
め
て
い
る
。公
立
保
育
園
を
整
備
す

る
こ
と
は
、今
の
財
源
措
置
の
中
で
は
非
常

に
難
し
い
。指
定
管
理
、あ
る
い
は
民
営
化

も
あ
わ
せ
検
討
し
な
が
ら
方
向
性
を
明
確

に
し
た
い
。

　
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、保

育
所
所
管
と
し
て
は
、運
営
が
難
し
い
と
い

う
問
題
も
あ
る
が
、子
育
て
支
援
課
を
中
心

に
、民
間
事
業
者
と
も
相
談
し
協
力
し
て
い

く
。幼
稚
園
所
管
に
お
い
て
は
、認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を

し
な
が
ら
、策
定
中
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本

計
画
に
盛
り
込
む
予
定
と
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に

                      

提
案
理
由
趣
旨
を
問
う

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
産
業
振
興
施
策
を
進
め
て
い
く

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
好
循

環
は
地
方
の
自
治
体
に
は
及

ん
で
い
な
い
。

①
大
田
市
域
の
経
済
再
生･

活
性
化
に

は
雇
用
環
境
を
改
善
し
、消
費
購
買
力

を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
。働
き
方
の
見

直
し
政
策
を
求
め
る
。

②
都
市
計
画
税
の
廃
止
論
か
ら
４
年
が

過
ぎ
た
。公
平･

公
正
性
、不
均
一
感
を

払
拭
し
て
欲
し
い
。改
選
期
に
な
っ
た

の
で
一
層
求
め
る
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
は
、過
度
な
返
礼
品

競
争
が
生
じ
て
い
る
。当
市
の
返
礼
品

率
は
、全
国
平
均
43
％
に
比
べ
高
く
、改

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

①
市
内
各
事
業
所
の
雇
用
や
労

働
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、基

本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
経
営
判

断
に
委
ね
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、働

き
方
改
革
実
現
会
議
の
議
論
や
労
働
法
制

の
改
正
状
況
な
ど
を
見
守
り
つ
つ
、市
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

②
新
た
に
用
途
地
域
と
な
っ
た
区
域
内
に

所
在
す
る
土
地
、建
物
に
つ
い
て
は
課
税
し

な
い
と
い
う
条
例
改
正
を
可
決
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、現
時
点
で
は
都
市
計
画

税
を
見
直
し
す
る
と
い
う
時
期
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。　

③
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
貴
重
な
財
源
確

保
策
で
あ
る
。ま
た
特
産
品
や
大
田
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
た

め
、今
後
も
大
田
市
の
特
色
を
生
か
し
た
特

産
品
づ
く

り
を
促
進

し
、寄
附

金
の
獲
得

に
向
け
て

な
お
一
層

取
り
組
み

を
進
め
て

い
く
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

高
齢
者
の
新
た
な
通
い
の
場
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
拡
大
の
方
策
は

大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

　
　
　
　
　
　説
明
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る

　
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と

し
て「
高
齢
者
の
新
た
な
通

い
の
場
づ
く
り
事
業
」が
市
内
５
カ
所

で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
今
後
は
、モ
デ
ル
事
業
か
ら
本
格
実

施
に
向
け
て
市
内
全
域
に
広
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
内
容
や
事
業
の
成
果
、実

施
拡
大
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
高
齢
者
の
通
い
の
場
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
は
、平
成
28
年
11
月

に
川
合
地
区
か
ら
開
始
し
、波
根
地
区
、湯

里
地
区
、久
利
地
区
、井
田
地
区
の
計
５
カ

所
で
実
施
し
て
お
り
、利
用
者
数
は
平
均
し

て
20
名
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、介
護
予
防
体
操

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
運
動
機
能

が
向
上
す
る
と
と
も
に
、趣
味
、関
心
に
応

じ
た
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
介

護
予
防
の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
の
実
施
地
区
拡
大
の
方
策
に
つ
い

て
は
、全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
託

し
て
い
る
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
、地
域
住
民
の
方
々
へ
の
理
解
と
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、説
明
会
や
研
修
会
を
継

続
し
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、実
施
の
意
向

が
あ
る
地
域
に
対
し
て
相
談
、支
援
を
行
う
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

温
泉
津
・
仁
摩
支
所
へ
の
今
後
の
対
応
は

地
域
振
興
を
さ
ら
に
強
化
で
き
る
組
織
に
変
容
す
る

　
支
所
の
在
り
方
と
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
昨
年
12
月
に
示

さ
れ
た
。今
後
の
対
応
方
に
つ
い
て
次
の

２
点
を
伺
う
。

①
支
所
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
に
名
称
を
変
更
さ
れ
る
が
、今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
上
で
の
戦
略
な
ら
び

に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
に
、ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
予
算
裁
量
権
が
与
え
ら
れ

な
い
の
か
伺
う
。

　
仮
称
で
は
あ
る
が
、地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
と
し
窓
口
業
務
は
継

続
し
、ま
ち
づ
く
り
活
動
が
よ
り
推
進
で
き

る
体
制
に
再
編
す
る
。

①
大
田
市
版
ク
ア
オ
ル
ト
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
中
心
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、観
光

資
源
の
活
用
、さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興
の
推

進
な
ど
地
域
活
性
化
に
努
め
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
ま
ち
セ
ン
の
活

動
に
対
す
る
予
算
の
考
え
方
は
、活
動
交
付

金
で
あ
る
。ま
た
、団
体
に
は
、手
挙
げ
方
式

で
ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
事
業
に
支
援
し
て
い

る
。支
所
に
裁
量
権
を
付
与
す
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、全
庁
的
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
で
あ
る
。

質
問

答
弁

林　茂樹 議員

▲高齢者の通い場（久利町）

▶
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
の
一
例

◀
温
泉
津
支
所

◀
仁
摩
支
所

▲水上保育園
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松村　信之 委員長

子
育
て
応
援
ア
プ
リ（
自
治
体
ア
プ
リ
）を

　
　
　活
用
し
た
情
報
提
供
施
策
の
導
入
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
総
合
的
な
利
活
用
を
検
討
す
る

　
昨
今
、子
育
て
家
庭
の
家
族

形
態
や
就
労
形
態
が
多
様
化

す
る
中
、保
育
だ
け
で
な
く
、様
々
な
形

の
子
育
て
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、注
目
を
集
め
て
い
る
。大

田
市
に
お
け
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

策
な
ど
の
情
報
提
供
施
策
に
つ
い
て
所

見
を
伺
う
。

①
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の
開
発
、導
入

②
貧
困
で
悩
む
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

情
報
の
伝
達
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
子
育
て

世
代
に
多
く
利
用
さ
れ
、子
育
て

支
援
の
情
報
を
取
得
で
き
る
点
で
有
効
で

あ
る
と
思
う
。今
後
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
普

及
し
て
い
く
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
総
合
的
な
利
活

用
に
向
け
て
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
も
含
め

て
検
討
す
る
。

②
子
育
て
世
代
へ
の
情
報
伝
達
は
、４
ヶ
月

健
診
時
の
子
育
て
ガ
イ
ド
の
配
布
や
小
・

中
学
校
で
の
就
学
援
助
の
案
内
な
ど
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。市
民
課
と
福

祉
各
課
の
窓
口
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
税
金
の
控
除
申

告
や
福
祉

医
療
の
申

請
な
ど
、

必
要
が
あ

れ
ば
関
係

窓
口
に
つ

な
げ
る
取

り
組
み
を

行
っ
て
い

る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
は

地
域
の
主
体
性
、自
主
性
を
尊
重
し
、地
域
の

皆
さ
ん
が
参
画
す
る
形
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

　
人
口
減
少
が
続
く
中
山
間
地

域
を
有
す
る
大
田
市
に
あ
っ
て
、

生
活
基
盤
の
維
持
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

（
大
田
市
版
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
）で
は

ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
で
エ
リ
ア
は

ど
う
か
。ま
た
そ
の
仕
組
み
、連
携
、担
い

手
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。そ
し
て
、

地
域
住
民
が
関
わ
っ
て
い
く
拠
点
づ
く

り
の
手
順
と
中
心
と
な
る
組
織
は
何
か
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

エ
リ
ア
と
し
て
は
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
単
位
を
基
本
と
考
え
、今
後
も
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
施
策
と
し

て
生
活
機
能
の
確
保
、生
活
交
通
の
確
保
、

地
域
産
業
の
振
興
、定
住
対
策
の
促
進
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、地
域
の
主
体

性
、自
主
性
を
尊
重
し
、地
域
の
皆
さ
ん
が

参
画
す
る
形
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、運
営
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。

　
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、組
織
づ
く
り
や

計
画
策
定
に
取
り
組
む
地
域
に
対
し
、先
進

地
視
察
や
研
修
会
の
開
催
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
経
費
助
成
を
計
画

し
て
い
る
。

　
新
年
度
か
ら
は
、ま
ち
づ
く
り
支
援
ス

タ
ッ
フ
が
地
域
に
入
り
、組
織
・
計
画
づ
く

り
を
地

域
住
民

と
と
も

に
進
め
、

地
域
自

治
組
織

（
仮
称
）

な
ど
の

組
織
化

に
努
力

し
て
い

く
。

質
問

答
弁

小林　太 議員

現
状
把
握
を
し
っ
か
り
と

　
12
月
定
例
会
で
委
員
長
報
告
を
行
っ
た

後
、
第
７
回
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
報
告

を
す
る
。

 

◆
事
務
事
業
評
価
に
お
け
る
執
行
部
の
見

直
し
方
針
に
対
す
る
意
見

　「
自
営
光
網
設
備
等
管
理
費
、
音
声
告
知

放
送
利
用
料
等
補
助
事
業
で
の
見
直
し
方

針
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
す
る
。」

　「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
と
連
携
し
て
い
く
。」

と
の
見
直
し
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
関
係

団
体
や
関
係
課
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
す

る
の
か
分
か
り
に
く
い
の
で
、
も
う
少
し
明

確
に
し
、
行
革
推
進
室
と
し
て
の
考
え
方

を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
再
度
方
針
を
示
し

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

◆
大
田
市
公
共
施
設
適
正
化
計
画
基
本
方
針（
案
）

　
公
共
施
設
の
管
理
及
び
利
活
用
の
仕
組

み
を
、
公
共
施
設
総
合
計
画
に
基
づ
き
策

定
す
る
。
第
１
期
計
画
は
、
平
成
28
年
〜

平
成
33
年
ま
で
の
６
年
間
の
計
画
で
、
平
成

29
年
度
中
に
策
定
す
る
。

　
目
標
と
し
て
、
保
有
す
る
公
共
施
設
の

総
延
床
面
積
を
、
30
年
間
で
30
％
以
上
削

減
す
る
計
画
。

（
委
員
よ
り
）

・
市
民
へ
の
説
明
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

・
施
設
の
削
減
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
施
設
の
現
状
を
把
握
す
る
の
が
先
決
で
あ

る
。

（
執
行
部
の
回
答
）

　
平
成
29
年
度
は
、
利
用
団
体
に
積
極
的

に
出
か
け
て
行
き
、
理
解
を
求
め
る
。

　
更
新
投
資
額
と
削
減
金
額
は
総
合
計
画

と
比
べ
10
％
の
差
異
が
あ
る
が
、
予
防
保
全

処
理
や
効
率
化
に
よ
り
経
費
を
縮
減
し
て
い

く
。
空
き
校
舎
は
全
国
公
募
と
い
う
考
え

方
も
検
討
し
た
い
。

　
行
革
・
施
設
管
理
推
進
室
と
担
当
課
が

協
議
・
合
議
を
必
ず
行
う
と
い
う
形
に
し

た
い
。
有
利
な
財
源
あ
り
き
で
は
な
く
、
こ

の
施
設
を
本
当
に
今
後
ど
う
す
る
の
か
、

必
要
最
低
限
で
で
き
る
の
か
を
含
め
、
こ
の

推
進
室
と
施
設
担
当
課
が
連
携
を
密
に
し
、

進
め
て
い
く
と
の
強
い
思
い
を
伝
え
て
い
た

だ
い
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　 

　
　
　
　
　 中
間
報
告

塩谷　裕志 委員長

ま
ず
は
、各
地
域
の
課
題
、

取
り
組
み
の
把
握
を

　
９
月
定
例
会
で
委
員
長
報
告
を
行
っ
た

後
、
２
回
の
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
協
議

内
容
及
び
主
な
意
見
等
に
つ
い
て
報
告
を

す
る
。

 

第
３
回（
10
月
28
日
）

　
執
行
部
よ
り
次
の
３
点
に
つ
い
て
現
状
説

明
を
受
け
、
意
見
交
換
・
協
議
を
し
た
。

◆
市
内
の
地
域
交
通
の
現
状
と
今
後

・
井
田
地
区
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
市
営
バ
ス
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
相
互
調
整

・
市
内
循
環
バ
ス
運
行
で
の
路
線
の
集
約

や
、
運
行
経
路
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化

◆
定
住
対
策
事
業
の
現
状
と
今
後

・
雇
用
促
進
住
宅
の
活
用

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
売
買
と
賃
貸
の
状
況
と

今
後

◆
各
地
域
の
課
題
、
取
組
み
の
把
握（
意
見

聴
取
）

・
地
域
ご
と
に
活
性
化
策
や
地
域
課
題
に
は

違
い
が
あ
り
温
度
差
も
あ
る
。
一
律
の
意

見
聴
取
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

 

第
４
回（
２
月
７
日
）

　
関
係
職
員
出
席
の
も
と
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
現
状
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
・
協

議
を
し
た
。

◆
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
・
取
り
組
み
の
現
状

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
体
制
と
、
活

動
財
源
に
つ
い
て

◆
地
域
課
題
の
絞
込
み
、
今
後
の
進
め
方

（
意
見
聴
取
）

・
地
域
ご
と
に
違
い
は
あ
る
が
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
生
活
機
能
の

確
保
、
地
域
交
通
、
地
域
産
業
な
ど
が
、

取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 

今
後
の
進
め
方

・
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、関
係
者
か
ら

現
状
の
取
組
み
、問
題
点
、並
び
に
今
後
の

地
域
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
う
。

地
域
活
性
化
調
査
検
討

　特
別
委
員
長
　中
間
報
告

▲子育て応援アプリ

▲2月17日開催された地域福祉研修会

▶
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催
の

　「
え
べ
っ
さ
ん
」（
温
泉
津
町
小
浜
）



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2017.4.20 （14）おおだ市議会だより2017.4.20（15）おおだ市議会だより

松村　信之 委員長

子
育
て
応
援
ア
プ
リ（
自
治
体
ア
プ
リ
）を

　
　
　活
用
し
た
情
報
提
供
施
策
の
導
入
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
総
合
的
な
利
活
用
を
検
討
す
る

　
昨
今
、子
育
て
家
庭
の
家
族

形
態
や
就
労
形
態
が
多
様
化

す
る
中
、保
育
だ
け
で
な
く
、様
々
な
形

の
子
育
て
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、注
目
を
集
め
て
い
る
。大

田
市
に
お
け
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

策
な
ど
の
情
報
提
供
施
策
に
つ
い
て
所

見
を
伺
う
。

①
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の
開
発
、導
入

②
貧
困
で
悩
む
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

情
報
の
伝
達
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
子
育
て

世
代
に
多
く
利
用
さ
れ
、子
育
て

支
援
の
情
報
を
取
得
で
き
る
点
で
有
効
で

あ
る
と
思
う
。今
後
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
普

及
し
て
い
く
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
総
合
的
な
利
活

用
に
向
け
て
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
も
含
め

て
検
討
す
る
。

②
子
育
て
世
代
へ
の
情
報
伝
達
は
、４
ヶ
月

健
診
時
の
子
育
て
ガ
イ
ド
の
配
布
や
小
・

中
学
校
で
の
就
学
援
助
の
案
内
な
ど
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。市
民
課
と
福

祉
各
課
の
窓
口
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
税
金
の
控
除
申

告
や
福
祉

医
療
の
申

請
な
ど
、

必
要
が
あ

れ
ば
関
係

窓
口
に
つ

な
げ
る
取

り
組
み
を

行
っ
て
い

る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
は

地
域
の
主
体
性
、自
主
性
を
尊
重
し
、地
域
の

皆
さ
ん
が
参
画
す
る
形
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

　
人
口
減
少
が
続
く
中
山
間
地

域
を
有
す
る
大
田
市
に
あ
っ
て
、

生
活
基
盤
の
維
持
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

（
大
田
市
版
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
）で
は

ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
で
エ
リ
ア
は

ど
う
か
。ま
た
そ
の
仕
組
み
、連
携
、担
い

手
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。そ
し
て
、

地
域
住
民
が
関
わ
っ
て
い
く
拠
点
づ
く

り
の
手
順
と
中
心
と
な
る
組
織
は
何
か
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

エ
リ
ア
と
し
て
は
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
単
位
を
基
本
と
考
え
、今
後
も
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
施
策
と
し

て
生
活
機
能
の
確
保
、生
活
交
通
の
確
保
、

地
域
産
業
の
振
興
、定
住
対
策
の
促
進
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、地
域
の
主
体

性
、自
主
性
を
尊
重
し
、地
域
の
皆
さ
ん
が

参
画
す
る
形
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、運
営
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。

　
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、組
織
づ
く
り
や

計
画
策
定
に
取
り
組
む
地
域
に
対
し
、先
進

地
視
察
や
研
修
会
の
開
催
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
経
費
助
成
を
計
画

し
て
い
る
。

　
新
年
度
か
ら
は
、ま
ち
づ
く
り
支
援
ス

タ
ッ
フ
が
地
域
に
入
り
、組
織
・
計
画
づ
く

り
を
地

域
住
民

と
と
も

に
進
め
、

地
域
自

治
組
織

（
仮
称
）

な
ど
の

組
織
化

に
努
力

し
て
い

く
。

質
問

答
弁

小林　太 議員

現
状
把
握
を
し
っ
か
り
と

　
12
月
定
例
会
で
委
員
長
報
告
を
行
っ
た

後
、
第
７
回
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
報
告

を
す
る
。

 

◆
事
務
事
業
評
価
に
お
け
る
執
行
部
の
見

直
し
方
針
に
対
す
る
意
見

　「
自
営
光
網
設
備
等
管
理
費
、
音
声
告
知

放
送
利
用
料
等
補
助
事
業
で
の
見
直
し
方

針
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
す
る
。」

　「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
と
連
携
し
て
い
く
。」

と
の
見
直
し
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
関
係

団
体
や
関
係
課
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
す

る
の
か
分
か
り
に
く
い
の
で
、
も
う
少
し
明

確
に
し
、
行
革
推
進
室
と
し
て
の
考
え
方

を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
再
度
方
針
を
示
し

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

◆
大
田
市
公
共
施
設
適
正
化
計
画
基
本
方
針（
案
）

　
公
共
施
設
の
管
理
及
び
利
活
用
の
仕
組

み
を
、
公
共
施
設
総
合
計
画
に
基
づ
き
策

定
す
る
。
第
１
期
計
画
は
、
平
成
28
年
〜

平
成
33
年
ま
で
の
６
年
間
の
計
画
で
、
平
成

29
年
度
中
に
策
定
す
る
。

　
目
標
と
し
て
、
保
有
す
る
公
共
施
設
の

総
延
床
面
積
を
、
30
年
間
で
30
％
以
上
削

減
す
る
計
画
。

（
委
員
よ
り
）

・
市
民
へ
の
説
明
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

・
施
設
の
削
減
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
施
設
の
現
状
を
把
握
す
る
の
が
先
決
で
あ

る
。

（
執
行
部
の
回
答
）

　
平
成
29
年
度
は
、
利
用
団
体
に
積
極
的

に
出
か
け
て
行
き
、
理
解
を
求
め
る
。

　
更
新
投
資
額
と
削
減
金
額
は
総
合
計
画

と
比
べ
10
％
の
差
異
が
あ
る
が
、
予
防
保
全

処
理
や
効
率
化
に
よ
り
経
費
を
縮
減
し
て
い

く
。
空
き
校
舎
は
全
国
公
募
と
い
う
考
え

方
も
検
討
し
た
い
。

　
行
革
・
施
設
管
理
推
進
室
と
担
当
課
が

協
議
・
合
議
を
必
ず
行
う
と
い
う
形
に
し

た
い
。
有
利
な
財
源
あ
り
き
で
は
な
く
、
こ

の
施
設
を
本
当
に
今
後
ど
う
す
る
の
か
、

必
要
最
低
限
で
で
き
る
の
か
を
含
め
、
こ
の

推
進
室
と
施
設
担
当
課
が
連
携
を
密
に
し
、

進
め
て
い
く
と
の
強
い
思
い
を
伝
え
て
い
た

だ
い
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　 
　
　
　
　
　 中
間
報
告

塩谷　裕志 委員長

ま
ず
は
、各
地
域
の
課
題
、

取
り
組
み
の
把
握
を

　
９
月
定
例
会
で
委
員
長
報
告
を
行
っ
た

後
、
２
回
の
委
員
会
を
開
催
。
そ
の
協
議

内
容
及
び
主
な
意
見
等
に
つ
い
て
報
告
を

す
る
。

 

第
３
回（
10
月
28
日
）

　
執
行
部
よ
り
次
の
３
点
に
つ
い
て
現
状
説

明
を
受
け
、
意
見
交
換
・
協
議
を
し
た
。

◆
市
内
の
地
域
交
通
の
現
状
と
今
後

・
井
田
地
区
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
市
営
バ
ス
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
相
互
調
整

・
市
内
循
環
バ
ス
運
行
で
の
路
線
の
集
約

や
、
運
行
経
路
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化

◆
定
住
対
策
事
業
の
現
状
と
今
後

・
雇
用
促
進
住
宅
の
活
用

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
売
買
と
賃
貸
の
状
況
と

今
後

◆
各
地
域
の
課
題
、
取
組
み
の
把
握（
意
見

聴
取
）

・
地
域
ご
と
に
活
性
化
策
や
地
域
課
題
に
は

違
い
が
あ
り
温
度
差
も
あ
る
。
一
律
の
意

見
聴
取
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

 

第
４
回（
２
月
７
日
）

　
関
係
職
員
出
席
の
も
と
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
現
状
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
・
協

議
を
し
た
。

◆
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
・
取
り
組
み
の
現
状

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
体
制
と
、
活

動
財
源
に
つ
い
て

◆
地
域
課
題
の
絞
込
み
、
今
後
の
進
め
方

（
意
見
聴
取
）

・
地
域
ご
と
に
違
い
は
あ
る
が
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
生
活
機
能
の

確
保
、
地
域
交
通
、
地
域
産
業
な
ど
が
、

取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

 

今
後
の
進
め
方

・
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、関
係
者
か
ら

現
状
の
取
組
み
、問
題
点
、並
び
に
今
後
の

地
域
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
う
。

地
域
活
性
化
調
査
検
討

　特
別
委
員
長
　中
間
報
告

▲子育て応援アプリ

▲2月17日開催された地域福祉研修会

▶
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催
の

　「
え
べ
っ
さ
ん
」（
温
泉
津
町
小
浜
）



坂
根
印
刷 

納

2017.4.20 （16）おおだ市議会だより

『開かれた議会づくり
を推進！』

　　『市民の皆様と自
由に意見交換をするた

め』

編
集
後
記

編
集
後
記

次の定例会は6月9日~23日の予定です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。
◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらかじめ
　議会事務局へご連絡ください。

議会傍聴のご案内

　
３
月
議
会
で
三
瓶
高
原

線
の
辺
地
整
備
計
画
が
示

さ
れ
た
の
で「
ア
イ
リ
ス
ラ

イ
ン
だ
ね
。」
と
答
え
た
と

こ
ろ
、
議
員
控
室
で
は「
久

し
ぶ
り
に
聞
い
た
わ
〜
」
と

話
題
に
な
っ
た
。

　
そ
の
夜「
三
瓶
ア
イ
リ
ス

ラ
イ
ン
」
を
ネ
ッ
ト
検
索
し

た
と
こ
ろ
、
２
０
１
３
年
に

日
本
の
86
選
定
峠
に
選
ば

れ
て
い
る
よ
う
だ
。車
載
動

画
ま
で
も
発
信
さ
れ
て
い

る
。三
瓶
周
辺
の
ご
く
ご
く

自
然
な
風
景
だ
が
、映
像
で

見
れ
ば
ま
た
大
田
市
の
素

晴
ら
し
さ
が
伝
わ
る
。

　
ア
イ
リ
ス
の
花
言
葉「
吉

報
・
希
望
」と
と
も
に
４
月

号
に
寄
せ
る
。　
　
　

（
松
村
　
信
之
）

委
員
長 

木
村
　
幸
司

副
委
員
長 

塩
谷
　
裕
志

委
　
員 

月
森
　
和
弘

委
　
員 

大
西
　
　
修

委
　
員 

松
村
　
信
之

委
　
員 

石
田
　
洋
治

委
　
員 

森
山
　
明
弘

委
　
員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　
員 

森
山
　
幸
太

広
報
広
聴
委
員
会

昨年度の様子昨年度の様子日時・会場日時・会場

開催日はいずれも5月20日（土）です。

会場の指定はありませんので、どの会場にでも
お出かけください。

多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

場　　　所

川合まちづくりセンター

富山まちづくりセンター

長久まちづくりセンター

北三瓶まちづくりセンター

大森まちづくりセンター

湯里まちづくりセンター

宅野まちづくりセンター

時　　　間

13：30～15：00

18：00～19：30

18：00～19：30

18：00～19：30

13：30～15：00

13：30～15：00

13：30～15：00

　平成２４年度から実施しております議会報告会を、今年度も下記の日程で開催します。
総務教育委員会、民生委員会、産業建設委員会の各常任委員会ごとに、３月市議会定例会での当初予算審議状況
や、現在事業として進めている「道の駅」「新病院建設」等について報告いたします。議会を身近に感じていただけ
る機会です。是非お出かけください！

市
議
会
だ
よ
り

No.47

春
を
感
じ
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
る
園
児

（
サ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド
長
久
さ
わ
ら
び
園
）

春
を
感
じ
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
る
園
児

（
サ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド
長
久
さ
わ
ら
び
園
） 3月

定
例

会
 3月

6日
~

24日
●

 大
田

市
ま

ち・ひ
と・し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

を
軸

に！
    平

成
２９

年
度

一
般

会
計

予
算

 
P

2
●

 子
育

て
関

連
事

業
を

中
心

に
 9人

が
市

政
を

問
う

 P
10

●
 議

会
報

告
会

を
開

催
し

ま
す！ 

P
16

編
集

・
発

行
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